
背景
リチウムイオン電池のような⼆次電池の正極活物質には、主に遷移⾦属酸化物が⽤いられる。同物質は⾼い

構造安定性を有するが、環境に与える影響が大きい。
近年、環境負荷が⼩さい正極活物質として有機化合物からなる材料が注目されている。また、有機化合物は

多彩な分子設計が可能であり、300mAh g-1以上の⾼容量を⽰す材料も報告されている。しかし、電解液中
で活物質が溶出するため、サイクル特性に著しい劣化が⽣じる。
本発明は、正極活物質に⽤いられる有機化合物による多電子酸化還元分子についてである。本化合物は、

充放電時に電池内部で重合し、電解液への溶出が⽣じにくいことを特徴する。
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本技術の実用化を目指して、共同研究・技術移転のパートナーをさがしています。
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・⾼容量化に向けた化合物/置換基の検討
実用化に向けた課題
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≪電池の構成≫

作⽤極︓本発明の化合物
対極: Li⾦属
電解液: 1M LiPF6/EC:DEC(1:5)

-充電容量
-放電容量

Voltage:4.3~2.5V

①正極活物質の重合化
本発明による化合物はモノマーであり、初充電時に電
池内で重合することを特徴とする。

②重合化により電極が安定、高いサイクル特性を実現
電極の重合化により、電解液への正極活物質の溶出
が抑制され、⾼いサイクル特性を⽰す。

③理論容量に近い放電容量
溶解防⽌に、酸化還元不活性なポリマー鎖を使⽤し
ないことから、放電容量は理論容量に近い値を出すこ
とができる。

(1~5サイクル)

≪電池評価条件≫
評価セル:CR2032
電圧範囲:4.3~2.5V
電流密度:40mA g-1(充電)

100mA g-1(放電)

Fig.1 充放電曲線
理論容量は137 mAhg-1であり、

理論容量に近い放電容量を⽰している。

化合物の1例

Fig.2 サイクル特性


